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種別 テ　　ー　　マ 執筆者

研究論文
子どもはオノマトペ絵本のどこに魅かれるのか
　－読み聞かせにおける子どもの発達的変化－

岩附啓子

研究論文
保育者養成課程における自然体験実習の意味について（３）
　－保育者及び保育者志望学生の、「自然」、「自然体験」、「自然保育」にかかわる
　　実態や意識の調査研究より－

河﨑道夫

研究論文
親子を対象とした地元の木材による楽器作りと演奏会の取り組みと課題（２）
　－三重県産スギによるカホン作りをもとに－

山本敦子

調査報告
保育者養成と自然体験活動に関する調査２
　－学生の自然体験に関する意識－

中嶋麻衣・長倉里加・河内純子
・福西朋子・青木信子・亀澤朋恵

調査報告 保育者や教員を目指す高校生のキャリアに関する調査研究 藤重育子

調査報告
子育てや孫育てに関する調査研究
　－育児の実際と捉え方に関する質的内容に着目して－

前畑みち代・藤重育子

文献紹介 エージェンシーを育む教育に関する考察 杉本あゆみ

文献紹介 「徹底育児」批判解説－社会的支援と母親の責任論を越えて－ 古谷淳
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学内施設設備の整備事業の実績 
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【中学校】 令和6年度学校管理下における場合別負傷・疾病について

発生件数：59件 給付金額：1,389,338円 ３月１7日現在

場合別 骨折 捻挫 脱臼
挫傷
打撲

靱帯
損傷
断裂

負傷計

外部衝撃、
相当の運動
量、心身に
対する負担
の累積に起
因する疾病

負傷
に起
因す
る疾
病

疾病計
負傷・疾
病の合計

体育保健体育 6 4 1 3 2 16 0 16

競技大会・球
技大会

2 2 4 0 4

その他集団宿
泊的行事

2 1 3 1 1 4

体育的部活動 4 5 1 6 16 4 1 5 21

休憩時間中 1 2 2 5 1 1 6

昼食時休憩時
間中

1 1 0 1

登下校中 1 2 2 2 7 0 7

合計 14 17 2 15 4 52 6 1 7 59
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研修テーマ 実施日時

1 初任研ＯＲ ４月　８日（月）　１５：００～１５；５０

2 高田の歴史と建学の精神について ４月１０日（水）　１４：４０～１５：３０

3 学校法人の規定について ４月１０日（水）　１５：４０～１６：３０

4
コンプライアンス

（服務規程と教育法規）
４月１８日（木）　１６：００～１６：５０

6 生徒指導 ４月２２日（月）　１５：４０～１６：３０

5 教職の実務　中・高の教務 ４月２５日（木）　１６：３０～１７：２０

7 進路指導 ４月２６日（金）　１５：４０～１６：３０

8 人権教育推進 ４月３０日（火）　１５：４０～１６：３０

9 学校の危機管理 ５月１０日（金）　１５：４０～１６：３０

10 特別支援教育・カウンセリング ６月７日（金）　１５：４０～１６：３０

令和６年度　初任者研修　年間計画表 
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15.79
16.21

16.60
16.16 16.22

R2 R3 R4 R5 R6

7.94 8.01 8.15 8.40 8.51

R2 R3 R4 R5 R6

19.35 19.08 18.82 18.92
19.96

R2 R3 R4 R5 R6

億円
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58.3%

1.5%

0.2%

30.6%

1.3%
7.5% 学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

69.8%

24.9%

5.2%
人件費

教育研究経費

管理経費
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71.9%

1.1%
0.2%

19.6%

5.8%
1.3%

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

63.2%

31.1%

5.7%

人件費

教育研究経費

管理経費
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54.7%

1.7%
0.2%

34.1%

9.3%
学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

雑収入

72.7%

23.3%

3.8%

人件費

教育研究経費

管理経費
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注記　１．重要な会計方針

　　（１）引当金の計上基準

　　○徴収不能引当金・・・・・・・未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上している。

　　○退職給与引当金

（短　 期  　大 　学）　退職金の支給に備えるため、期末要支給額　168,545,734円　の１００％を基にして私立大学

　　　　　　　　　　　　退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額との繰入調整額を加減した金額を計上している。

（中学校及び高等学校）　退職金の支給に備えるため、期末要支給額　1,048,396,970円　から三重県私学振興会より交付

　　　　　　　　　　　　金相当額を控除した金額の１００％を計上している。

　　（２）その他重要な会計方針

　　○有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　移動平均法に基づく原価法である。

２．重要な会計方針の変更等

３．減価償却額の累計額の合計額 7,384,604,180円

４．徴収不能引当金の合計額 0円

５．担保に供されている資産の種類及び額 0円

６．翌会計年度以降の会計年度において基本金へ組入れを行うこととなる金額 2,885,300円

７．当該会計年度の末日において第４号基本金に相当する資金を有していない場合のその旨と対策

       第４号基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

８．その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

　（１）有価証券の時価情報

①　総括表 （単位　円）

貸借対照表計上額 時　　　価 差　　　額

3,297,674 32,690,706 29,393,032

(0) (0) (0)

1,290,649,860 1,195,960,303 △94,689,557

(1,270,649,860) (1,175,994,303) (△94,655,557)

1,293,947,534 1,228,651,009 △65,296,525

(1,270,649,860) (1,175,994,303) (△94,655,557)

-

1,293,947,534

②　明細表 （単位　円）

貸借対照表計上額 時　　　価 差　　　額

1,120,649,860 1,042,842,500 △77,807,360 

3,297,674 32,690,706 29,393,032 

170,000,000 153,117,803 △16,882,197 

- - -

- - -

1,293,947,534 1,228,651,009 △65,296,525 

-

1,293,947,534 有価証券合計

　　　該当無し

株　式

投資信託

貸付信託

その他

合　計

時価のない有価証券

（うち満期保有目的の債券）

時価のない有価証券

有価証券合計

種　類
当年度（令和７年３月３１日）

債　券

合　　計

（うち満期保有目的の債券）

当年度（令和７年３月３１日）

時価が貸借対照表計上額を超えるもの

（うち満期保有目的の債券）

時価が貸借対照表計上額を超えないもの
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